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は じ め に

富田林市は、市内の中心を石川が流れ、緑豊かな丘陵と田園風景が調和した自然環境

に恵まれた街です。石川によって形成された平野部は古くから人々の営みが行われてき

たところで、市内でも最も多く遺跡の分布するところでもあります。

本書は、平成15年度に実施しました国庫補助事業の発掘調査概要報告書です。なかで

も、錦織神社境内遺跡の調査成果では、神社創建当初に玉石が敷かれていたことを確認

でき、大変貴重な成果となりました。

最後になりましたが、調査および本書の刊行にご協力いただきました関係者各位に厚

く感謝いたします。

平成16年 3月

富田林市教育委員会

教育長 堂 山 博 也



例    言

1。 本書は、富田林市教育委員会が、平成15年度に、国庫補助金を受け実施した緊急発掘調査の

概要報告書である。

2.調査は、富田林市教育委員会文化財課、今西淳・藤田徹也を担当者とし、平成15年 4月 1日

に着手し、平成16年 3月 31日 に終了した。

3,本書の執筆は|、 各遺跡の担当者があたった。各文末に記している。本書の編集は藤田徹也が

行つた。

4。 本書で使用した1方位と標高は、すべて磁北と東京湾標準潮位で表示した。

5,調査の実施と本書の作成にあたつては、下記の諸氏に協―力を得た。記して感謝の意を表しま

す。(敬称略 五十音順)

粟田薫、尾張友子、北野耕平、楠木理恵、田等麻美、瀬戸直子、前野美智子
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1.錦織神社境内遺跡
錦織神社は、石川左岸の中位段丘

上に位置する。周辺には甲田遺跡・

甲田南遺跡 。川西古墳などが点在す

る。錦織神社は、正平18年 (1363)

の創建と伝えられており、現在本殿

および両摂社は、重要文化財に指定

されている。本調査は、神社の1参理

工事および隣接する両摂社の解体I笏

理に伴い、1参理工事と併行して行っ

た。以下、 トレンチごとに調査の概
要を述べる。

第 1トレンチ

本殿の南側、中門の東側に設けた。

南側の大半は、昭和初期の上塀工事

による掘削や配水管工事のため撹乱

を受けていた。この掘削ラインは、

調査区北側の断面②層から落ち込ん

でおり、①、②層は現代に形成され

た層であると考えられる。③～⑤層

までは、桟瓦を含む近世瓦が出土している。③

層は小石が多く含んでおり、後述するように⑥

層上面が神社創建当初の面であったと考えられ

る。また、 トレンチの北側、すなわち本殿に近
い箇所において、意図的に並べたと思われる石

を検出した。検出した石は2点 と拳大以下の小

さい石が数点であつた。この面は、⑥層に該当

する面であり、創建当初の境内領域を示すもの

の可能性が高い。この面が創建当初の盛土最上

面であると考えると、最低 2回は近世段階にお

いて盛上を積み上げたものと思われる。また、

④層が③層を切る形になっているのは、⑥層上

面が水平を保たれなかったのか、掘削されたの

かの確認はできないが、このような状況は、第

3ト レンチでも確認できる。

TP+__
78,100m 19

1 2 6YR776明 黄褐色 (種細粒砂 )

425Y6/3にぷい黄色 (極細粒砂 )
3 2 SY7/2灰黄色 (ンルト～種細粒砂 )

4ヽ 25Y6/3にぶい黄褐色 (シルト～極細粒砂)に
10YR3/3皓 掲色 (ンルト～種細粒砂)混じる

025Y6/4にぶい黄色 (ンルト～極細粒砂)に
26Y5/4黄褐色 (シルト)がプロック状に
混じる

012 5YS/1黄灰色 (ンルト～種細粒砂 )
直径5cm程度のレキ混じる

50crn

印
も 跳駿∝豆覧。

第 2図 第 1ト レンチ北側石列出土平面・立面図

第 1図 錦織神社境内遺跡位置図
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第7トレンチ

トレンチ配置図
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第 2トレンチ

本殿西側、摂社天神社の南側に位置する。トレンチの大部分は避雷針の設置などにより撹乱を受

けていた。①層は表上である。②、③層からは、近世瓦が多数出上した。④層は、第 1ト レンチよ

りも多量の小石が敦き詰められていた。④層下は、④層までの水平した堆積状況とは異なり、やや

乱雑な状況を示す。また、ブロックで混入している土も多く見られ、④層以下が境内盛土、④層が

初期段階の盛土上面であったと想定できる。さて、 トレンチ北壁断面のほぼ中央部分において④層
下より落ち込むラインが確認できる。この層から近世瓦が出土していることから、初期段階の盛土

を改修した状況であると考えられる。④層の石の状況も概ねこれに該当するように、それまで比較

的密に敦き詰められた状況が西側はややまばらになる。④層を東西で区別した場合、この状況が境

内盛上の拡張や盛り直しなどの修復事業であるのかの判断はできないが、いずれにしても、この上

層に他トレンチで確認できる近世段階の盛土積み上げが行われていることから、積み上げに先行し

た工事であったと考えられる。

碑̈
・
125Y7/4浅 黄色 (ンルト～極細粒砂 )
2 10YR6/2灰黄掲色 (シルト～極細栓砂 )
325Y6/41こがい黄色 (シルト～極細粒砂 )
牛引 2 5YS/1黄 灰色 (シルト～極細粒砂 )
直径Scm程度のレキ多量に含む
4‐ 2 10YR6/2灰 黄褐色 (シルト～極 WIR粒砂 )
直径Scm程度のレキ少量含む

'25Y5/3に
ぶい黄色 (ンルト～極細粒砂 )

0 10YR4/2皓灰黄色 (ンルト～極細粒砂 )

オ10YR4/2暗灰黄色 (シルト～極細粒砂 )
8」 OYR6/3に ぶい黄橙色 (シルト～極細糧砂 )
0¬ OYR6/2灰黄掲色 (シルト～極組粒砂)に
25Y5/4黄褐色 (シルト～極細粒砂 )混じる
10 10YR4/2灰 黄掲色 (極細粒砂～細粒砂 )
1,10YR4/1褐 灰色 (ンルト～種細粒砂 )

42 10YR673に ぷい黄橙色 (種細粒砂 )
1● 25Y4/2灰 黄褐色 (ンルト～極細社砂 )
呵426Y4/3オリーブ褐色 (シルト～極細粒砂 )
直径 lcm程度のレキまばらに混入
4625Y4/3オ リーブ褐色 (シルト～極細粒砂)に
25Y4/2灰 黄褐色 (シルト～極細粒砂 )混じる
10撹乱

トレンチ北壁断面

0                50cm
L_____― ――……■――――___―――J(1720)

第 4図 第 2

第 3トレンチ

本殿東側、摂社春日社の南に位置する。①～④層

までの状況は、第 1ト レンチと同様の傾向を示す。

第 1ト レンチの④層と同様に、⑤層の創建当初盛土

上面を切り込む形になる。また、第 2ト レンチと比

較すると石の入り方が少ないのも特徴であり、むし

ろ第 2ト レンチの④-2層 に類似し、近世時の改修

時のものとも考えられる。

とB:梶偲蔭驚罠錦路)1      1腸ω
■ 25Y7/2灰責色 (シルト～極細粒砂)   a,2 SY4/2暗 灰黄色 (シルト～極細粒砂 )
425Y6/3にぶい黄色 (極細粒砂)に     グ` 10YR3/3暗褐色 (シルト～極細粒砂 )
10YR379暗 褐色 (シルト～極細粒砂)混じる

う 25Y471黄灰色 (シルト～種細粒砂 )
直径5cm程度のレキ混じる

第 5図 第 3ト レンチ北壁断面

艦F れ  い|

I                  :O              I
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第 4トレンチ (天神社)

本殿西側に位置する天神社内に設置した。のべ石の下にある基礎は、昭和10年の解体修理の際に

コンクリートで作られている。調査は、建物基底の木枠の内側を行った。摂社中央部に木枠がある

ため、東側と西側に分けて掘削を行った。

摂社内側に木枠とほぼ同レベルに砂が敦かれていた。この砂は、昭和10年の解体4歩理終了の際、

敦かれたものと考えられる。砂を除去した後、各トレンチにも対応する①層、②層を確認した。木

枠やその下に敷かれているモルタルの基礎は、表土上に敷かれており、少なくとも昭和10年の段階

では、近世瓦を出土する①層よりも上面に建物が建っていたと考えられる。西側では、③層から瓦

溜まりを検出した。そこから約10cm下げた所から④層にあたる石が敷かれた層が確認できた。東側

の③層からは、瓦などの出土はほとんどみられず、東側と西側での状況が異なる。これは、第 2ト

レンチで確認された近世段階での改修に伴うものと考えられ、つまり現在の天神社の位置は近世段

階の境内西側改修工事以降であると考えられる。

東側の④層では石敷きの様子が確認できたほか、摂社の創建当時の礎石と考えられる平らな石を、

現状の摂社木枠とやや位置のズレた箇所から検出した。

第 5トレンチ (春日社)

春日社においても、摂社中央に木枠があり、便宜西側と東側に分けて掘削を行った。天神社と同

様に摂社内側には砂が敷かれており、木枠の下にはモルタルの基礎が打ち込まれていた。砂を除去

した後、表土、①層、②層、③層までは前述した各トレンチと同様の状況を示すが、④層にあたる

層からは石敷きは確認できなかった。これは、第 3ト レンチにおいて述べた④層を切る層があるた

めであり、すなわち春日社の場合、幾度となく改修された土台の上に建てられているのである。出

土遺物は、まばらながらも各層から出上しているがいずれも砕片が多く、改1笏時期を特定できるよ

うな材料はない。

E

TP+78800m

115Y5/2灰オリーブ色 (極細粒砂 )

2″ 10YR4/2灰 黄褐色 (シルト～

極細粒砂 )

325Y5/2暗 灰黄色 (ンルト～
極細粒砂 )

第 6図 第 5ト レンチ (春日社)断面図 (北から)
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a層検出状況

●層検出状況

5YS12灰 オリーブ色 (極細粒砂 )i5YS12灰オリーブ色 (極細粒砂 )
ゼ126Y6/41こ ぷい黄色 (シルト～極細粒砂)に
2 5YS/8黄褐色 (ンルト～種細粒砂)混じる
!&引 OYR4/2灰黄褐色 (シルト～極細粒砂)に
25Y5/4黄褐色 (ンルト～極細粒砂)混じる

第 7図 第 4ト レンチ (天神社)平面 。断面図
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125Y7/4浅黄色 (シルト～極細粒砂 )

2,10YR 6/2灰 黄掲色 (シルト～極細粒砂 )

025Y6/4にぶい黄色 (ンルト～種細粒砂 )

125Y守1黄灰色 (ンルト～極細粒砂 )
直径5cm程度のレキ混じる

,25Y4/2灰 黄褐色 (シルト～極細種砂 )

025Y3/2黒 掲色 (種細粒砂～細糧砂 )

7Ⅲ 10YR 412灰 黄褐色 (シルト～極細粒砂 )

0 10YR 4/2灰 黄褐色 (シルト～種細粒砂)に

2 5Y S/3黄 褐色 (ンルト～極細粒砂)混じる

025Y3/2黒 褐色 (ンルト～種細糧砂 )

025Y6/3に ぶい費色 (シルト～極細粒砂)に
10YR 4/2灰 黄褐色 (ンルト～極細粒砂)混じる

第 6トレンチ

本殿の北側に設置した。 ト

レンチ内の大部分は排水溝や

避雷針によって大きく破壊を

受けている。この トレンチで

も断面において④層に小石を

多く含む層が状況が確認でき

た。しかし、第 2ト レンチと

比較するとその状況はまばら

である。また、近世段階の盛

土積み上げの状況がここでも
第 8図 第 6ト レンチ北壁断面

確認することができ、近世段階の改修が本殿周辺全域に及んでいたことか確認できる。

第フトレンチ・第 8トレンチ

第 7ト レンチは現境内のすぐ北側、第 8ト レンチは錦織神社の領域内の最北部に設けた。いずれ

も約40cm掘削したところで地山を検出したが、遺構などの確認は出来なかった。第 7ト レンチの結

果を考えると、現境内北側の範囲は、創建当初と変わらなかったことが想定できる。

まとめ

今次調査の各トレンチにおいて検出した小石を含む層が、創建当初の境内盛土面であつた可能性

が高く、本殿周辺は石敷きであったと考えられる。また、天神社内から検出した礎石は、現在の天

神社の位置とはやや異なる位置での検出であつた。そこで、天神社の幅を考慮に入れ確認のトレン

チを設けたところ、東西方向の礎石を確認することが出来た。したがって創建当初の天神社は、現

在よりも約半間分 (約90cm程度)東に位置していたと考えられ、現在の位置への移動は第 2ト レン

チ断面でみられた西側への改修工事に伴うものである可能性が高い。

また、本殿東側では、石の混入度合いが希薄であり、上層により切られている箇所も確認された。

春日社内のトレンチからも礎石や石敷きの状況は確認できなかつた。周辺の地形は、西から東へ傾

斜する形をとり、境内西側は切り上、東側は盛土によって平坦面を形成していると思われる。こう

いった状況を踏まえると、東側は西側より崩れやすく、各 トレンチで確認できる近世段階の改I笏以

前から、数回盛土を改修した結果である可能性がある。

なお、最も本殿近くで検出された天神社の礎石の位置を考えると、天神社と本殿の位置が密接に

なり、本殿の屋根の下に天神社の屋根が位置するという状況になる。今次調査の境内すべてのトレ

ンチで近世段階の盛土積み上げが確認されていることから、本殿が移動している可能性がある。い

ずれにしても、今次調査は狭小の範囲での知見であり、詳細は今後の調査に委ねたい。 (藤田)
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2.喜志遺跡
喜志遺跡は富田林喜志町から木戸

山町にかけての市内地域と、北側で

隣接する羽曳野市の一部を範囲と

し、弥生時代の遺構が顕著に確認さ

れている。当遺跡は、市域を南北方

向に貫く、石川中流域西岸の標高約

50mの河岸段丘にあり、市内の北端

に位置している。この石川は北から

南方向に流れ、大和川に合流してい

る。また、石川流域には甲田南遺跡

があり喜志遺跡と同様に、弥生時代

の遺構が多く検出されている

調査の成果

第10図 喜志遺跡調査区位置図        調査区の基本層序は、①層 (7.5Y

5/1灰色)、 ②層 (7.5Y7/1灰
白色)、 ③層 (5Y7/3浅 黄色)、 ④層 (10YR 6/1褐 灰色)、 ⑤層 (2.5Y6/3に ぶい黄橙色)、
⑥層 (10YR 4/2)であった。遺構としては、土娠 10ヶ所、ピット6ヶ 所、溝 1条 を検出した。
以下、各遺構の概略を述べる。

調査区北端で検出した土墳 1は、幅は約0.7m、 長さ約0.6m以上を測る東西方向の長方形を呈し

た遺構である。深さは、約0.09mと 浅く、底面は平坦である。埋土は10YR 4/2灰黄褐色である。

また、遺構面の直上の⑥層目から鉄釘が出土している。この遺物は、土媛 1か ら南へ0.3m位置

で出上している。

調査区北側で検出した土娠 2は、南北に長い不整形な楕円形である。幅は約 lm、 長さ約2.5mで

ある。深さは約0.3mで、肩から緩やかに傾斜している。埋土は、 1 0YR3/2黒 褐色である。調
査区やや中央北側で検出した土壊 3は、南北約1,lm、 東西約1.4m以上を測る。深さは、約0,2mで

底面は2段落ちになっている。また、土師質土器の細片が多数出上している。埋土は、10YR 4/

2灰黄褐色である。

調査区中央よりやや南側で検出した溝 1は、幅約4.6m、 長さ約1.8m以上の東西方向の溝である。

埋土は上層が 1 0YR3/2黒褐色で、下層が 1 0YR2/2黒褐色の 2層に分けることができる。
深さは、上層約0.2m、 下層約0。2mを測り、肩部から緩やかに傾斜している。また、底面は平坦で

西から東方向に緩やかに傾斜している。

ピット1～ ピット3は、溝 1の南側に位置する。直径約0.3mの 、楕円形もしくは不整形を呈し

ている。深さは、それぞれ約0,15mを 測る。埋土は、 1 0YR4/2灰黄褐色である。これらは南北
方向に約1.2m間 隔で 1列に並んでいる。
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まとめ

喜志遺跡は古くより石器が出土することで、早くから知られた遺跡の一つであり、市内北端の河

岸段丘にある弥生時代の集落遺跡として周知されている。遺跡の範囲は、南北約700m、 東西約500

mである。北側は羽曳野市の一部を含み、東阪田遺跡と接 し、南側は喜志小学校付近、西側は国道

170号線付近、東側は石川西岸付近までである。

遺跡範囲の地形はおおむね二段の段丘面で形成され、遺跡の東側では石川に向かって地形が急峻

に下がり、一段低い段丘面を呈している。今までの調査等では、遺構のおおくが上段の段丘面で確

認されている。

今回の調査地は、喜志小学校の北側にあたり、上段面の東端部に位置し、調査区の東側から地形

の傾斜が始まっている。また、調査地の道路を挟んだ北側では、古墳時代の中期と推定される、埋

没古墳が検出されている。古墳の規模等は不明であるが、人物埴輪等が出上している。

今回の調査では、土墳、溝、ピットを検出した。ただ、古墳に関連する明確な遺構は検出されて

いない。また、遺物は土師質の細片と鉄釘が 1本出上したが、細片のため時期の特定には至ってい

ない。

今回の調査では、北側の埋没古墳との関連は希薄であることが判明したが、遺構全体の性格につ

いては、判然とせず今後の調査によって考察していきたい。 (今西)
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第11図 錦織南遺跡調査区位置図
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3.錦織南遺跡
錦織南遺跡は、市内の南部にあっ

て、石川の西岸、近鉄線滝谷不動駅

の南西に広がっている。その規模は、

南北約630m(東西約470mに 及び、

過去の調査から縄文時代晩期から中

世にかけての複合遺跡であることが

判明している。

今回の調査では調査区 1、 調査区

2を設定した。ただし、調査区 2は

撹乱のため調査を行っていない。ま

た、調査区 1も 遺構上面まで撹乱が

及んでおり、断面による層位の確認

は出来なかった。以下は調査区 1の

調査成果を述べる。

第12図 錦織南遺跡調査区位置図調査の成果

土壊 3ケ 所、ピット16ケ所、溝 l条 を検出した。

溝 とは、調査区の西北隅に位置する。幅約0.5m、 長さ約 7m以上を測る東西方向の溝である。
埋土は 1 0YR4/2灰黄褐色である。深さは約0,lmほ どで、底面は平坦である。
ピット1は、調査区のほぼ中央に位置する。直径約0.5m楕円形を呈している。このピットは中

央部で二段落ちになっている。深さは約0。2mである。埋土は 1 0YR4/2灰黄褐色である。

まとめ

今回の調査区は、錦織南遺跡の北東の隅にあたる。平成 9年度に本市教育委員会が行った調査地

の南側に隣接している。この調査では、奈良時代の中頃以降から平安時代にかけての遺構が検出さ

れ、整地層の下層には河道の存在も確認されている。

今回の調査の成果としては、土媛、ピット、溝を検出している。遺物は、極少量の上師器、須恵

器、瓦器の微細が出上している。ただし、微細であるため、時期の特定には至っていない。このた

め、遺構全体の性格の把握が困難であるが、隣接して行われた調査から類推していきたいと思う。

この調査と遺構面の標高がほぼ同じ高さである、遺構埋土もほぼ同様であり、またピットの規模等

にも共通点が多く見受けられ、関連性を推測させられる。また、今回の調査ではピットの規則的な

配列などは確認されていないが、遺構面の直上からは青磁片が 1点ではあるが、出土している。今

後の調査で、遺構の規模を判断していきたい。(今西)
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第13図 錦織南遺跡遺構平面図
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図版 ](上) 錦織神社境内遺跡 第 1トレンチ石列

を

図版 ](下) 錦織神社境内遺跡 第 2トレンチ北壁断面
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図版 2(上) 錦織神社境内遺跡 東側玉石・礎石検出状況
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図版 2(下) 錦織神社境内遺跡 天神社西側 (上層)瓦出土状況



図版 3(上) 錦織神社境内遺跡 天神社内トレンチ完掘状況

汁|■∫

天神社付近礎石検出状況図版 3 (下 ) 錦織神社境内遺跡



図版 4(上) 喜志遺跡全景 (南から)

図版 4(下) 喜志遺跡 上境 2(北から)



図
版
５

図版 5(上) 錦織南遺閉全景 (西から)

図版 5(下) 錦織南遺跡全景 (東から)
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